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最上の流れにうるほふ里の
学び舎みどりの希望はみちて

明るしや　清けしや
我らの園　我らの門
あしたに夕べに集ふ

手を引き助けて円かに睦みて
愛あり仁ある人とならん

平成24年度 東京亀城会 総会・懇親会
◎日　　時　6月30日（土） 15時より

◎会　　場　大手町サンケイプラザ（4Fホール）

◎担当年次　37回、47回、57回、67回卒業

東京亀城会ホームページ：http://www.kijokai.net

［昭和37年校舎正面（37回卒業アルバムより）］
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一
、
総
会
・
懇
親
会

平
成
二
三
年
六
月
二
五
日
（
土
）

一
四
時
か
ら

大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ

担
当
年
次：

三
六
回
・
四
六
回
・

五
六
回
・
六
六
回
卒
業
　

二
、
平
成
二
三
年
度
亀
城
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
出
席

平
成
二
三
年
一
一
月
一
九
日

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

三
、
他
校
同
窓
会
総
会
な
ど
出
席

○
如
松
同
窓
会
（
鶴
岡
北
高
）

○
黎
明
同
窓
会
東
京
支
部
（
鶴
岡
中
央
）

○
鶴
翔
同
窓
会
（
鶴
岡
南
高
）

○
東
京
み
や
ま
ち
ど
り
会（
庄
内
総
合
高
）

○
城
畔
同
窓
会
（
鶴
岡
工
業
）

○
紫
紺
会
（
酒
田
商
高
）

○
酒
田
工
業
高
校
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

○
ふ
れ
あ
い
酒
田

四
、
拡
大
理
事
会
・
会
務
執
行
理
事
会
な
ど

○
拡
大
理
事
会：

平
成
二
三
年
　
　
四
月
　
九
日

平
成
二
三
年
　
一
一
月
二
六
日

○
執
行
理
事
会：

平
成
二
三
年
　
　
六
月
　
四
日

平
成
二
三
年
　
　
七
月
　
九
日

平
成
二
三
年
　
一
一
月
二
六
日

平
成
二
四
年
　
　
二
月
一
八
日

平
成
二
四
年
　
　
三
月
二
四
日

五
、
母
校
支
援
員
会
（
ぜ
ん
ご
塾
）

平
成
二
三
年
一
〇
月
二
九
日
珊
瑚
さ
ん
ご

ホ
ー
ル

平
成
二
四
年
三
月
一
〇
日
駒
込
学
生
会
館

事業報告・23年度決算・24年度予算案

平
成
二
三
年
度

平
成
二
四
年
四
月
一
九
日
の
東

京
亀
城
会
拡
大
理
事
会
で
新
役
員

案
が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

○
顧
　
問：

佐
久
間
正
、
上
林
　
茂

○
相
談
役：

藤
井
重
信
、
越
後
谷
悦

郎
、
阿
部
　
一
、
佐
藤

郁
雄
、
五
十
嵐
昌
士
、

土
田
善
彦
、本
間
英
生
、

大
滝
千
佐
子
、
野
口
和

雄
、
阿
部
尚
記

○
会
　
長：

相
川
俊
明
（
第
33
回
）

○
副
会
長：

鳥
海
俊
材
（
第
31
回
）

本
宮
正
幸
（
第
36
回
）

元
木
　
徹
（
第
42
回
）

澁
谷
英
夫
（
第
43
回
）

阿
部
浩
美
（
第
54
回
）

○
監
　
事：

広
瀬
　
武
（
第
31
回
）

松
岡
　
毅
（
第
38
回
）

○
事
務
局
長：

石
山
尚
徳（
第
49
回
）

新
役
員
候
補

１ 前　年　度　繰　越　金
２ 年　　　　　会　　　　　費
３ 総　　　会　　　会　　　費
４ 各　種　会　合　会　費
５ 寄　　　　　　　　　　　付
６ 雑　　　　　収　　　　　入
７ 会　報　広　告　掲　載　料
収　　　入　　　小　　　計
合　　　　　　　　　　　計

１ 会　　　　　議　　　　　費
２ 総　　　　　会　　　　　費
３ 各　　種　　会　　合　　費
４ 母 校 支 援 委 員 会 活 動 費
５ 通　　　　　信　　　　　費
６ 印　　　　　刷　　　　　費
７ 事　　　　　務　　　　　費
８ 旅　　費　　交　　通　　費
９ 振　　　　　込　　　　　料
10 渉　　　　　外　　　　　費
11 予　　　　　備　　　　　費
支　　　出　　　小　　　計
次　年　度　繰　越　金
合　　　　　　　　　　　計

平
成
23
年
度
決
算
案

平
成
24
年
度
予
算
案

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

1,483,849 1,483,849 1,576,657
1,080,000 968,000 1,080,000
840,000 982,000 1,000,000
105,000 103,500 105,000
180,000 200,623 190,000
32,000 33,365 32,000
330,000 360,000 360,000

2,567,000 2,647,488 2,767,000
4,050,849 4,131,337 4,343,657

13,000 13,140 16,000
1,052,900 1,081,010 1,244,000
90,000 82,635 90,000
100,000 69,906 100,000
480,880 439,915 444,130
543,375 476,881 484,155
225,000 201,343 225,000
5,000 0 5,000
48,050 46,350 48,050
133,500 143,500 193,500
50,000 0 50,000

2,741,705 2,554,680 2,899,835
1,309,144 1,576,657 1,443,822
4,050,849 4,131,337 4,343,657

平成24年度予算
金　額

平成23年度実績
金　額

平成23年度予算
金　額



東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
、
今

年
も
総
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
教
訓
か
ら
「
想

定
外
」
が
見
直
さ
れ
て
新
た
な
巨
大
地
震

を
想
定
し
た
災
害
モ
デ
ル
な
ど
の
発
表
が

な
さ
れ
、
日
本
の
半
分
位
を
覆
う
大
き
な

被
害
予
測
に
足
が
す
く
む
思
い
で
す
。

し
か
し
日
本
は
多
く
の
海
溝
の
端
に
あ

っ
て
、
火
山
列
島
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
こ

の
自
然
か
ら
の
危
険
は
宿
命
的
で
避
け
ら

れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
虚
脱
の
ま
ま

止
っ
て
い
る
よ
り
も
開
き
直
っ
て
状
況
を

克
服
し
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
に
な
り
ま

す
。そ

の
克
服
に
は
、
行
政
や
官
僚
に
任
せ

っ
き
り
の
危
機
管
理
で
は
な
く
、
国
民

（
住
民
）
参
加
や
専
門
家
の
意
見
を
十
分
に

反
映
さ
せ
た
立
案
と
実
行
が
必
要
で
す
。

そ
の
場
合
の
根
っ
こ
に
な
る
の
は
、
多
分
、

虚
脱
と
閉
塞
感
か
ら
脱
却
す
る
と
の
国
民

一
人
一
人
の
強
い
気
持
と
人
と
人
と
の
連

帯
で
し
ょ
う
。

我
々
の
集
り
は
さ
さ
や
か
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
連
帯
を
強
め
る
と
共
に
母

校
支
援
活
動
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
他
校

と
の
絆
も
広
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
今
年
も
宜
敷
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

東
京
亀
城
会
平
成
二
四
年
度
総
会
開
催

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
の

事
故
が
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
人
々
に
と
っ

て
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
我
が
酒
東

も
、
石
巻
市
に
於
い
て
昨
年
八
月
か
ら
一
〇

月
末
ま
で
計
四
回
、
生
徒
、
父
兄
、
先
生

総
勢
四
二
〇
名
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
諸
君
の
今
後

の
人
生
に
と
っ
て
大
い
に
勉
強
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

二
三
年
度
の
生
徒
諸
君
の
活
躍
、
成
績

は
、
文
武
両
道
、
質
実
剛
健
モ
ッ
ト
ー
の

酒
東
生
ら
し
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
は
ボ
ー
ト
部
、

体
操
部
、
水
泳
部
。
ま
た
吹
奏
学
部
が
酒

田
市
希
望
ホ
ー
ル
に
お
い
て
の
演
奏
会
、

文
芸
部
は
俳
句
部
門
で
総
合
文
化
祭
賞
を

受
賞
し
、
平
成
二
四
年
度
大
会
出
場
が
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
学
業
で
は
、

国
公
立
大
学
の
進
学
が
一
三
一
名
と
県
下

で
二
番
目
の
成
績
と
な
り
「
歴
史
と
伝
統

の
酒
東
あ
り
き
」
と
先
生
、
父
兄
皆
様

共
々
歓
喜
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
母
校
の
百
周
年
に
向
け
て
、
酒
東

健
児
を
育
ん
で
く
れ
た
酒
田
の
大
地
で
の

再
会
に
乾
杯
し
、
東
京
亀
城
会
の
益
々
の

発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
教

育
活
動
に
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
東
京
在
住
学
生
に
対
し
て
も
夢

を
育
む
機
会
を
頂
戴
し
重
ね
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
五
八
年
か
ら
二
一
年
間
本
校
に
お

世
話
に
な
り
、
八
年
ぶ
り
の
母
校
へ
の
着

任
と
な
り
ま
す
。

一
八
四
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
総
勢
五

七
五
名
の
未
来
の
日
本
を
背
負
う
生
徒
達

を
お
預
か
り
し
、
五
三
名
の
教
職
員
で
新

た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

今
春
の
卒
業
生
は
国
公
立
合
格
率
六

六
％
県
内
二
位
と
健
闘
し
て
お
り
ま
す
。

高
い
志
を
堅
持
し
、
先
輩
を
目
標
と
し
、

後
輩
か
ら
目
標
と
さ
れ
る
「
挑
戦
意
欲
旺

盛
」
な
若
武
者
揃
い
で
す
。

「
ひ
た
む
き
」
と
「
下
向
き
」
の
一
字
違

っ
た
だ
け
で
人
生
が
逆
転
す
る
。「
夢
を
語

り
合
う
教
育
活
動
」、
校
歌
に
謳
わ
れ
る

「
愛
あ
り
仁
あ
る
人
」
情
の
深
い
生
徒
や
教

職
員
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
努
力
す
る
者
は
希
望
を
語
り
、
怠
け
る

者
は
不
満
を
語
る
」
の
ご
と
く
、
多
く
の

希
望
や
夢
を
語
り
合
っ
た
学
校
経
営
を
目

指
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

総
会
に
当
り
思
う
こ
と

歴
史
と
伝
統
の
酒
東

挑
戦
意
欲
旺
盛

東京亀城会会長

相川　俊明
（33回）

亀城同窓会会長

杉山　健二
（37回）

酒田東高校長

富樫　郁遷
（48回）
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幹事年特集あの先輩に会いたい特別対談

母
校
出
身
で
活
躍
す
る
た
く
さ
ん
の
先
輩
た

ち
。
今
回
は
、
独
立
行
政
法
人
　
国
際
協
力
機

構
ア
フ
リ
カ
部
次
長
の
加
藤
隆
一
さ
ん
（
57
回

卒
）
を
、
母
校
を
卒
業
し
て
ま
だ
二
年
の
現
役

大
学
生
田
澤
香
織
さ
ん
が
訪
ね
ま
し
た
。

○
こ
の
職
業
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

―
高
校
時
代
に
、
漠
然
と
〝
海
外
に
行
き
た

い
〞
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ジ

オ
か
ら
流
れ
て
く
る
海
外
の
放
送
を
聞
き
、
外

国
が
自
分
の
近
く
に
あ
る
と
感
じ
て
朝
鮮
半
島

や
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
特
に
国
際
協
力
の
分
野
で
は
、

か
つ
て
途
上
国
で
あ
っ
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

○
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は
ど
の
く

ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
？

―
現
在
、
一
六
六
〇
人
強
の
職
員
が
国
内
外

で
働
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
二
、
三
割
は

女
性
が
占
め
て
い
ま
す
。
女
性
は
適
応
力
が
高

く
、
男
性
よ
り
も
た
く
ま
し
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
酒
東
Ｏ
Ｇ
も
二
人
い
ま
す
よ
。

○
日
本
以
外
の
勤
務
経
験
は
あ
り
ま
す
か
？

―
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
主
に
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る

支
援
を
担
当
し
、
今
ま
で
フ
ラ
ン
ス
、
コ
ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
セ
ネ
ガ
ル
で
勤
務
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
道
路
な
ど
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

地
下
水
開
発
、
学
校
建
設
、
保
健
人
材
育
成
等
、

現
地
の
経
済
開
発
、
生
活
改
善
な
ど
に
貢
献
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
相
手
国

と
の
交
渉
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
内
戦
に
巻

き
込
ま
れ
命
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
地
で
の
仕
事
は
、
日
本
の
価
値
を

伝
え
て
い
く
仕
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
逆
に
学

ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

○
現
地
勤
務
で
一
番
学
ん

だ
と
思
う
こ
と
は
何
？

―
〝
家
族
〞
や
〝
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
〞
の
大
切
さ

で
す
。
日
本
で
は
、
人
々

の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す

が
、
ア
フ
リ
カ
で
は
遠
い

親
類
も
大
事
に
す
る
な
ど

見
習
う
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
ね
。

○
こ
の
仕
事
に
対
す
る
思
い
や
や
り
が
い
は
？

―
経
済
・
社
会
・
文
化
の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
進
む
中
で
、
天
然
資
源
に
乏
し
い
日

本
は
友
好
国
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
他
国
と
相

互
に
依
存
し
な
が
ら
、
生
き
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
国
際
協
力
は
相
手
国
の
発
展
に
貢
献

し
つ
つ
、
日
本
の
価
値
を
伝
え
る
一
つ
の
重
要

な
外
交
手
段
で
す
の
で
、
日
本
の
代
表
で
あ
る

と
い
う
思
い
を
常
に
持
っ
て
、
仕
事
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
自
分
の
足
で
現
地
に
行

く
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
本
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
バ
ー
チ
ャ
ル
に
現
地
の
情

報
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
に
お
い
、
色
、

ぬ
く
も
り
を
直
接
感
じ
た

り
、
デ
ー
タ
を
自
分
の
眼

で
確
か
め
る
こ
と
が
重
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

○
仕
事
を
や
っ
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
う
瞬
間
は

あ
り
ま
す
か
？

―
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
に
対
し
て
は
世
界
中
か

ら
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、
日

本
は
、
世
界
最
大
の
被
援

助
国
と
な
り
ま
し
た
。
先

進
国
だ
け
で
な
く
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
の
途
上
国
か
ら
も
資
金
援
助
や
復
興

に
向
け
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
多
く
に
こ
れ
ま
で
の
日
本
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
添

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
素
直
に
嬉
し
い
こ
と

で
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
援
助
の
基
本
。
我
々
も
震
災
を
通
じ

て
図
ら
ず
も
援
助
の
原
点
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。

○
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貴
重
な
お
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
の
先
輩
に
会
い
た
い
！

加
藤
隆
一（
57
回
）

独
立
行
政
法
人
　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

ア
フ
リ
カ
部
次
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文

田
澤
香
織

（
筑
波
大
３
年
）
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先生元気だが

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

（
四
二
回
卒
）

代
表
取
締
役

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
二
・
〇
三
六
四

八
王
子
市
南
大
沢
五
―
九
―
六
―
四
〇
六

電
　
話
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
一
九
五

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表

酒東NEXT100ホームページ　　
http://sakatonext100.jimdo.com

小
野
直
正
先
生
元
気
だ
が

超
高
齢
化
社
会
を

元
気
に
生
き
る
傘
寿

小
野
直
正
（
27
回
）

昭
和
五
〇
年
か
ら
平
成
六
年
ま
で
母

校
勤
務
で
担
当
教
科
は
化
学
。

「
自
治
会
役
員
は
前
期
高
齢
者
で
」

を
自
論
に
自
治
会
長
を
八
年
、
今
は
万

年
副
会
長
を
条
件
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
を
引
き
受
け
、
自
ら
の
前
の
貸
店
舗

を
「
お
し
ゃ
べ
り
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
と
称
し

て
地
域
に
提
供
し
、
七
五
歳
か
ら
囲
碁

や
健
康
麻
雀
等
に
入
門
し
て
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

町
内
外
か
ら
様
々
な
人
が
来
て
、
交
流

と
相
互
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
傘
寿
。
い
よ
い
よ
八
十
路
＝

人
生
の
最
終
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。も
し
も
の
時
の
延
命
治
療
は
ナ
シ
。

生
き
て
い
る
う
ち
に
人
と
交
流
し
、
毎

日
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
で
は
、
元
気
な
高
齢

者
が
、
周
り
の
高
齢
者
を
励
ま
し
見
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
方

が
元
気
な
う
ち
に
繋
が
っ
て
い
れ
ば

「
最
近
お
め
出
で
来
ね
ん
で
ね
が
？
」

と
声
も
か
け
や
す
い
し
孤
立
も
防
げ
ま

す
。
し
か
し
老
人
ク
ラ
ブ
に
勧
誘
す
る

と
「
ま
だ
そ
ん
だ
歳
で
ね
」
と
云
わ
れ

る
の
が
常
。「
六
〇
歳
で
定
年
、
二
〇

歳
で
成
人
は
質
で
は
な
く
暦
年
」
を
力

説
し
ま
す
が
、
敬
遠
さ
れ
残
念
で
す
。

ポ
リ
シ
ー
は
教
育
現
場
に
い
た
時
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。〝
自
分
が
礎
に
な
り

う
る
事
が
あ
れ
ば
〞。
年
相
応
の
元
気
さ

で
、
人
と
繋
が
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
瀬
尾
亜
希
子
）



「
母
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環

と
し
て
「
母
校
支
援
委
員
会
」
が
立
ち
上
げ

た
「
ぜ
ん
ご
塾
」
は
、
設
立
か
ら
一
年
を
迎

え
第
二
回
を
開
講
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

「
ぜ
ん
ご
塾
」
は
、「
田
舎
＝
ぜ
ん
ご
」
と
い

う
庄
内
の
方
言
に
由
来
し
ま
す
。
就
職
難
と

い
わ
れ
る
こ
の
時
代
、
関
東
圏
在
住
の
酒
東

卒
の
大
学
生
を
対
象
に
、
関
東
圏
で
働
く
酒

東
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
就
職
活
動
を
支
援
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。（
詳
細
は
「
酒
東
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
１
０
０
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

第
一
回
は
学
生
一
二
名
の
出
席
の
も
と
平

成
二
三
年
一
〇
月
に
開
講
し
、
東
京
亀
城
会

会
員
の
上
野
榮
枝
さ
ん
（
26
回
）、
渋
谷
英

夫
さ
ん
（
43
回
）
を
講
師
に
迎
え
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
の
必
要
性
、
お
よ
び
外
国
語
習

得
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
回
は
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
よ
り

具
体
的
な
話
を
聞
き
た
い
と
い
っ
た
学
生
の

要
望
を
取
り
入
れ
、
学
生
七
名
の
出
席
の
も

と
平
成
二
四
年
三
月
に
開
講
し
ま
し
た
。
阿

部
彩
人
さ
ん
（
74
回
）
と
今
春
大
学
卒
業
の

石
黒
正
彬
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
今
春
卒

業
生
・
若
手
社
会
人
に
聞
く
、
就
職
活
動
を

有
意
義
に
過
ご
す
コ
ツ
」
と
い
う
題
目
で
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
り
実
践
に
即
し
た

講
義
内
容
で
学
生
の
注
目
度
も
高
く
、
真
剣

に
聞
き
入
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
年
度
も
二
回
程
度
の
開
講
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
東
京
亀
城
会
会
員
の
皆
様
、
後

輩
た
ち
の
た
め
に
広
く
ご
支
援
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
東
根
延
広
64
回
）

6＜第32号＞

母校支援委員会報告

昨
年
一
〇
月
二
九
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た

ぜ
ん
ご
塾
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
の
就
職

支
援
の
後
押
し
を
目
的
と
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

主
催
の
会
で
、
学
生
に
は
メ
ー
ル
等
で
連
絡

が
回
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
対
象
と
さ

れ
て
い
た
一
、
二
年
生
だ
け
で
な
く
、
就
職

活
動
真
っ
最
中
の
三
年
生
も
含
む
一
二
人
の

学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
先
輩
方
に
よ
る
講

演
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
先
輩
達
と
フ
リ
ー

ト
ー
ク
を
す
る
と
い
う
内
容
で
三
時
間
三
〇

分
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
先
輩
方
が
会
社
に
就
職
し
て
か

ら
の
仕
事
の
姿
勢
、
就
職
し
て
か
ら
今
ま
で

歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
先
輩
方
は
口
々
に
「
英
語
力
、
語
学

力
」
の
必
要
性
を
語
っ
て
お
り
、
集
ま
っ
た

学
生
は
皆
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
一
、
二
年
生
に
と
っ
て
は
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、

間
近
で
就
職
活
動
に
取
り
組
む
三
年
生
の

姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
ぜ
ん
ご
塾
を
開
催
し
て
い
た

だ
い
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
々
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
も
う
一
度
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

第
一
回

ぜ
ん
ご
塾
に
参
加
し
て

東
京
海
洋
大
学
３
年
　
富
樫
真
柄
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同期会・昨日 今日

余
震
が
続
き
放
射
能
汚
染
の
実
態
も
不
明

で
何
人
集
ま
る
か
心
配
が
有
っ
た
が
、
六
月

一
一
日
「
う
す
け
ぼ
う
」
に
九
名
が
集
ま
っ

た
。
前
回
紹
介
の
鈴
木
「
気
泡
博
士
」
は
海

外
遠
征
中
、
相
馬
元
市
長
は
土
門
拳
記
念
館

行
事
の
た
め
欠
席
。
ま
た
帰
宅
困
難
が
心
配

で
逡
巡
し
た
人
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

相
馬
市
長
の
回
顧
録
「
草
鞋
を
作
っ
て
二

〇
年
」
を
回
覧
し
て
い
て
首
長
の
苦
労
を
痛

感
、
期
待
し
た
生
の
解
説
は
次
回
ま
で
「
乞

う
ご
期
待
」
に
な
っ
た
。
歓
談
に
先
立
ち
風

間
医
師
か
ら
「
前
立
腺
肥
大
」
の
講
話
が
あ

り
、
自
覚
症
状
な
ど
の
質
疑
で
忽
ち
診
察
室

に
早
変
わ
り
。
高
齢
男
性
の
同
期
会
に
特
有

の
風
景
に
な
っ
た
。

幸
い
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
災
者
は
無
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
、

政
府
・
東
電
の
事
実
隠
蔽
と
し
か
見
え
な
い

発
表
と
、
基
準
不
明
の
緊
急
停
電
に
「
当
事

者
能
力
欠
如
」
の
批
判
が
相
次
い
だ
。

「
あ
あ
見
よ
鳥
海
七
千
餘
尺
」
を
斉
唱
来
年

の
再
会
を
約
し
て
解
散
し
た
。

四
月
二
日
、
東
京
二
八
会
の
総
会
を
二
年

ぶ
り
に
開
催
し
た
。
会
場
の
市
ヶ
谷
私
学
会

館
に
酒
田
か
ら
の
二
名
を
含
め
、
二
八
名
が

参
加
し
た
（
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
為
開

催
を
自
粛
）。

冒
頭
、
金
山
会
長
の
一
身
上
の
都
合
に
よ

る
辞
任
表
明
が
あ
り
、
直
ち
に
次
期
会
長
に

前
田
滋
を
選

出
。そ
の
後
、

酒
田
の
佐

藤
、
高
橋
両

氏
か
ら
故
郷

の
近
況
報
告

が
あ
り
、
一

同
酒
田
へ
想

い
を
馳
せ

た
。乾

杯
後
の

宴
会
は
、
特

別
企
画
の
カ

ラ
オ
ケ
の
競

演
と
な
り
、

盛
り
上
が
っ

た
。
途
中
、

現
在
も
バ
レ

エ
教
室
を
主

宰
し
て
い
る
井
村
女
史
の
指
導
に
よ
る
「
背

伸
び
体
操
」
で
皆
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
最
後
は
、

恒
例
の
「
故
郷
」、「
東
高
校
校
歌
」
の
合
唱

に
加
え
、
初
め
て
「
山
形
県
民
歌
」
を
歌
っ

て
お
開
き
と
し
た
。

今
年
は
全
員
が
七
七
歳
に
達
し
、
喜
寿
の

祝
い
を
兼
ね
た
開
催
と
な
っ
た
。
元
気
一
杯

の
参
加
者
か
ら
十
年
後
の
二
八
会
は
米
寿
祝

い
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
よ
う
と
夢
の
提
案
が

あ
り
、
拍
手
が
あ
が
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
に
降
り
立
っ
た
が
、
目
の

前
に
静
か
に
帆
を
休
め
る
練
習
船
「
日
本
丸
」

が
浮
か
び
、
そ
の
上
に
横
浜
「
み
な
と
み
ら

い
」
の
ビ
ル
街
が
近
代
的
な
横
浜
を
見
せ
て

い
る
。
ま
ず

可
愛
ら
し
く

彩
ら
れ
た

「
赤
い
靴
」

号
に
乗
っ

て
、
約
一
時

間
「
赤
煉
瓦

倉
庫
」、「
中

華
街
」、「
港

の
見
え
る
丘

公
園
」
そ
し

て「
馬
車
道
」

を
ゆ
っ
く
り

走
り
、
子
供

に
帰
っ
た
よ

う
に
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
横

浜
の
思
い
出

を
辿
っ
た
。

23回

三
・
一
一
を

超
え
て
行
こ
う

後
藤
　
健

28回

一
〇
年
後
の
米
寿
に

向
け
意
気
軒
昂

前
田
　
滋

31回

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

横
浜
巡
り

眞
田
守
之
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横
浜
港
の
広
が
り
が
目
に
入
る
「
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
は
、
風
を
孕
ん

だ
ヨ
ッ
ト
の
帆
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ス
マ
ー

ト
な
外
観
で
、
晴
れ
の
門
出
を
祝
う
若
人
達

の
人
気
の
的
だ
。
花
嫁
・
花
婿
達
の
間
を
す

り
抜
け
て
上
っ
た
三
一
階
の
白
壁
の
部
屋
に
、

久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
三
一
会
の
面
々
は
、

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
が
ち
に
、
思
い
出
や
家

族
の
事
な
ど
話
し
合
っ
た
。
楽
し
さ
や
懐
か

し
さ
に
ほ
ぐ
れ
て
来
た
言
葉
は
、
い
つ
し
か

庄
内
弁
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
滲
ん
で
い
た
。

昨
年
十
一
月
一
四
日
東
京
燦
々
会
の
懇
親

会
を
五
組
が
幹
事
と
な
っ
て
、
新
宿
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
四
七
階
の
宴
屋
「
あ
お
ぞ
ら
」

に
て
開
催
し

た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
関

東
県
内
か
ら

四
三
名
が
集

ま
り
盛
会
。

参
加
者
全

員
の
近
況
を

聞
き
た
か
っ

た
が
、
限
ら

れ
た
時
間
。

今
回
も
初
参

加
の
人
と
各

組
を
代
表
し

て
一
人
づ
つ

の
近
況
を
述

べ
て
貰
っ

た
。
二
組
は

大
震
災
の
日

に
銀
座
「
お
ば
こ
」
に
て
ク
ラ
ス
会
の
最
中

だ
っ
た
そ
う
で
家
に
帰
れ
ず
帰
宅
困
難
者
に

な
っ
た
人
も
。
剣
道
部
で
活
躍
し
た
四
組
の

堀
君
は
重
い
病
を
乗
り
越
え
て
、
今
も
子
供

達
に
剣
道
を
教
え
て
い
る
そ
う
だ
。

平
成
二
一
年
に
「
ひ
ば
り
伝
―
蒼
穹
流
謫
」

を
著
し
て
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
俳
人
の
斉
藤
幀
爾
君
は
詩
心
か
ら
感

ず
る
故
郷
へ
の
郷
愁
を
語
っ
て
く
れ
た
。

今
回
の
例
年
は
趣
向
を
変
え
て
、
酒
田
市

出
身
の
津
軽
三
味
線
演
奏
家
の
岡
田
修
さ
ん

に
三
十
分
間
の
生
演
奏
を
お
願
い
し
た
の
だ

が
、
特
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
さ
か
た
幻
燈
記
」

の
熱
演
が
心
の
琴
線
に
触
れ
涙
し
た
の
は
私

一
人
で
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

終
り
に
は
酒
東
校
歌
・
応
援
歌
そ
し
て
高

校
三
年
生
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
た
東
京

燦
々
会
の
歌
を
斉
唱
し
閉
会
と
し
た
。

今
年
二
月
に
は
、
相
馬
弘
君
の
尽
力
に
よ

り
銀
座
「
お
ば
こ
」
に
て
「
寒
鱈
汁
を
楽
し

む
会
」
に
燦
々
会
メ
ン
バ
ー
二
〇
数
人
が
集

い
、
昔
懐
か
し
い
庄
内
の
郷
土
料
理
を
堪
能

し
た
。
解
散
後
に
は
近
く
に
あ
る
山
形
県
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
立
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ

山
形
県
産
の
名
物
を
家
族
に
持
ち
帰
る
の
が

定
例
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
三
四
会
の
平
成
二
三
年
中
の
活
動
は

新
年
会
か
ら
始
ま
り
、
上
野
公
園
で
の
勧
桜

会
そ
し
て
東
京
亀
城
会
総
会
へ
の
参
加
、
暑

気
払
い
、
毎
回
一
五
名
以
上
で
友
情
を
深
め

て
お
り
ま
す
。

三
四
会
総
会
秋
の
旅
行
は
一
〇
月
一
一
日

各
地
よ
り
上
野
の
「
パ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ホ
テ

ル
」
に
集
合
、
参
加
者
三
二
名
、
大
宴
会
は

大
盛
況
で
、
二
次
会
は
新
橋
の
「
遊
石
」
へ
。

翌
日
は
皇
居
見
学
、
新
し
い
二
重
橋
を
渡

り
（
本
物
の
二
重
橋
は
一
般
の
人
は
通
れ
ま

せ
ん
）
一
般
参
賀
が
行
わ
れ
る
宮
殿
東
庭
の

バ
ル
コ
ニ
ー
を
近
く
で
見
て
来
ま
し
た
。
続

い
て
、
江
戸
東
京
博
物
館
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

を
見
て
熱
海
「
金
城
館
」
へ
。
連
休
明
け
な

の
で
す
い
て
お
り
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
は
貸
切

り
。
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
「
酒

東
三
四
会
の
歌
」（
作
詩
浅
沼
久
美
子
氏
、
高

校
三
年
生
の
曲
）
を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

翌
三
日
目
は
横
浜
、
鎌
倉
観
光
。
有
名
な

「
江
ノ
電
」
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
単
線
な
の

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
風
景
に
と
け
込

ん
で
い
ま
し
た
。

同期会・昨日 今日

33回

津
軽
三
味
線
「
さ
か
た

幻
燈
記
」
に
涙

高
橋
哲
也

34回

み
よ
し
会
熱
海
ツ
ア
ー

渡
辺
鋼
二



今
秋
は
飛
鳥
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

私
達
東
京
珊
瑚
の
会
は
三
二
回
目
の
新
年

会
を
迎
え
ま
し
た
。
会
の
主
な
行
事
は
新
年

会
に
始
ま
り
春
秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
東
京

亀
城
会
、
歳
時
の
飲
み
会
等
で
す
。

昨
年
は
東
北
人
と
し
て
行
事
を
自
粛
す
る

事
も
有
り
ま
し
た
。
そ
の
反
動
か
、
古
希
を

過
ぎ
て
も
皆
元
気
で
恒
例
の
新
年
会
も
益
々

進
化
し
て
盛
会
で
し
た
。
磨
き
の
掛
か
っ
た

余
興
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
詩
吟
の
坂
野
君

は
岳
風
流
の
総
伝
（
師
範
の
最
高
位
）。
東
京

都
の
大
会
で
上
位
入
賞
数
回
、
そ
の
節
調
は

絶
品
で
す
。
富
樫
君
の
最
上
川
舟
歌
こ
れ
叉

素
晴
し
い
、
今

年
は
女
性
初
め

て
佐
藤
洋
子
さ

ん
が
美
声
を
披

露
し
て
く
れ
た

の
は
嬉
し
か
っ

た
で
す
ね
。
正

治
郎
君
の
小
唄

も
自
ら
の
三
味

線
で
皆
う
っ
と

り
！そ

し
て
今
年

は
酒
田
珊
瑚
の

会
新
年
会
と
同

時
開
催
で
初
コ

ラ
ボ
。メ
ー
ル
、

写
メ
ー
ル
の
遣

り
取
り
で
、
来

年
は
動
画
、
テ

レ
ビ
電
話
か
？

他
に
も
母
校
支
援
委
員
会
の
「
ぜ
ん
ご
塾
」

へ
の
協
力
等
。
珊
瑚
達
の
多
才
な
技
を
紹
介

し
切
れ
ま
せ
ん
が
、
更
な
る
進
化
を
期
待
し

元
気
に
再
会
を
約
束
、
散
会
し
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
癌
で
療
養
中
の
齋
藤
昭
一
さ

ん
が
平
成
二
三
年
一
〇
月
一
一
日
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

思
い
出
せ
ば
丁
度
三
〇
年
前
、
亀
城
会
の

当
番
幹
事
の
年
で
す
。
齋
藤
昭
一
さ
ん
が
発

起
人
に
な
り
、
船
山
さ
ん
小
野
さ
ん
小
永
光

さ
ん
宮
下
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
り
同

期
の
方
々
の
情
報
を
集
め
山
麓
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
働
き
盛
り
四
〇
歳
で
し
た
。

昨
年
一
一
月
二
〇
日
に
四
谷
駅
前
「
ス
ク

ワ
ー
ル
麹
町
」
に
て
昭
一
さ
ん
の
お
別
れ
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
創
立
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
や
、
久
々
に
お
会
い
す
る
船
山
さ
ん
、
荒

生
さ
ん
、
後
藤
勝
弘
さ
ん
高
坂
さ
ん
方
々
、

ま
た
仙
台
か
ら
は
池
田
賢
司
さ
ん
、
酒
田
か

ら
中
村
護
さ
ん
、
名
古
屋
か
ら
齋
藤
薫
さ
ん
、

身
延
か
ら
小
野
正
夫
さ
ん
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
海
中
の
同

窓
の
皆
さ
ん
、「
ふ
れ
あ
い
酒
田
」
の
皆
さ
ん

な
ど
総
勢
四
八
名
ほ
ど
集
い
ま
し
た
。

昭
一
さ
ん
は
そ
の
親
密
さ
熱
心
さ
か
ら
同

窓
会
、
ふ
る
さ
と
会
、
商
談
会
等
い
ろ
い
ろ

の
会
の
幹
事
役
を
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。

鳥
海
中
の
皆
様
か
ら
昭
一
さ
ん
へ
の
お
礼
の

言
葉
あ
り
、
お
人
柄
が
忍
ば
れ
ま
す
。

典
子
夫
人
を
囲
み
、
み
ん
な
で
行
っ
た
京

都
、
新
潟
当
間
高
原
の
旅
行
な
ど
の
思
い
出

話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
あ
の
訛
り

が
あ
る
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
昭
一
さ
ん

の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

酒
田
の
定
例
会
は
八
月
一
五
日
に
開
催
予

定
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

三
七
期
な
か
よ
し
会
は
年
二
回
開
催
し
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
一
二
月
一
七
日
い
つ
も

の
ご
と
く
中
井
君
の
世
話
で
信
濃
町
の
三
井

住
友
銀
行
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
二
回
と
い
う
の
は
幹
事
さ
ん
に
と
っ
て

は
か
な
り
大
変
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
永
久

幹
事
の
熊
谷
君
他
幹
事
の
皆
さ
ん
が
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
活
躍
で
切
り
盛
り
し
て
く
れ

る
の
で
長
く
続
け
て
来
ら
れ
た
と
感
謝
、
感
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同期会・昨日 今日

35回

古
希
を
過
ぎ
て
益
々

進
化
す
る
珊
瑚
た
ち

阿
部
　
浩

36回

名
幹
事
　
齋
藤
昭
一
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た

本
宮
正
幸

37回

今
年
は
幹
事
年

な
か
よ
し
会本間

勝
弥

則子夫人を囲みお別れ会
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同期会・昨日 今日

謝
で
す
。

今
回
は
亀

城
同
窓
会
会

長
に
就
任
の

同
期
杉
山
健

二
君
が
来
ら

れ
て
大
変
盛

り
上
が
り
ま

し
た
。
杉
山

君
は
退
職
し

て
今
は
自
分

の
農
園
経
営

に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
体

も
し
ま
り
逞

し
く
な
っ
て

高
校
時
代
の
様
に
ダ
ン
デ
ィ
で
し
た
。

加
賀
君
は
今
も
現
役
ば
り
ば
り
で
日
中
間

を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。
武
山
隆
子
さ
ん
は

武
蔵
野
女
子
大
の
教
授
。
中
井
君
は
社
長
業

で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
顔
色
を
見
る
と
順

調
に
い
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

退
職
し
た
人
も
新
し
く
趣
味
や
目
標
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
高
久
君
は
昨
年
の
東

京
マ
ラ
ソ
ン
で
三
時
間
五
七
分
で
完
走
、
長

浜
君
は
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
の
為
に
毎
日
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か
さ
な
い
と
の
こ
と
。

何
事
も
本
格
的
に
な
る
と
人
知
れ
ぬ
努
力
を

し
て
い
る
ん
だ
と
頭
が
下
が
り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
達
も

お
り
、
何
か
し
ら
熱
中
で
き
る
も
の
を
探
す

の
は
今
も
青
春
時
代
に
生
き
て
い
る
と
い
う

証
で
す
。
し
か
し
人
生
最
大
の
成
功
者
は
阿

部
君
で
し
ょ
う
。
大
勢
の
子
供
や
孫
た
ち
に

囲
ま
れ
て
新
年
の
お
祝
い
を
す
る
と
い
う
の

は
素
晴
ら
し
い
で
す
！

今
ま
で
参
加
さ
れ
て
な
か
っ
た
人
達
も
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
ま
た
今
年
、
三
七
期
は
東
京
亀
城

会
の
幹
事
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

我
ら
四
二
回
生
は
、
い
つ
も
元
気
だ
。
毎

年
三
月
の
池
袋
で
の
同
期
会
、
六
月
の
山
形

で
の
同
期
会
、
八
月
の
酒
田
で
の
同
期
会
、

そ
れ
に
横
浜
方
面
で
の
年
五
回
程
の
ミ
ニ
同

期
会
。
い
つ
も
ど
こ
か
で
仲
間
が
飲
み
食
べ

笑
っ
て
る
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
サ
プ
ラ
イ
ズ

が
あ
る
。
本
年
三
月
三
一
日
の
池
袋
同
期
会

に
は
、
酒
田
か
ら
四
人
の
参
加
。
皆
お
ぼ
げ

だ
り
懐
か
し
ん
だ
り
。
三
〇
数
名
が
大
結
集
。

初
め
に
「
最
上
〜
の
流
れ
に
〜
」「
白
熱
の
気

の
」
と
、
校
歌
・
応
援
歌
を
皆
で
大
合
唱
。

そ
し
て
乾
杯
。

定
年
後
の
生
活
、
趣
味
の
温
泉
入
湯
、
山

歩
き
、
親
の
介
護
、
チ
ョ
コ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
々
、
大
き
な
声
が
飛
び
交
い
話
題
は
つ

き
な
い
。
庄

内
の
う
め
も

の
「
し
そ
巻

き
」「
か
ら

げ
」「
き
も

と
」
が
、
お

酒
を
い
っ
そ

う
お
い
し
く

し
、
話
を
盛

り
上
げ
る
。

次
回
も
元
気

に
会
お
う
ね

と
、
再
会
を

約
束
。
共
に

悩
み
共
に
喜

ぶ
我
ら
は
、

互
い
に
同
期
で
あ
る
と
い
う
絆
強
い
四
二
回

生
で
あ
る
。

二
月
四
日
、
我
わ
れ
「
い
な
ほ
会
」
の
メ

ン
バ
ー
は
、
去
年
の
春
分
の
日
に
亡
く
な
っ

た
桶
渡
登
君
（
都
留
文
科
大
教
授
）
の
墓
参

り
を
し
た
。
真
新
し
い
墓
に
は
「
愛
笛
」
と

刻
ま
れ
て
い
た
。
彼
は
笛
（
フ
ル
ー
ト
）
を

愛
し
、
自
分
で
も
体
に
似
ず
器
用
に
吹
い
て

い
た
。
大
好
き
だ
っ
た
の
は
笛
の
ほ
か
に
日

本
酒
。
国
語
学
の
先
生
だ
っ
た
が
酒
が
入
る

と
庄
内
弁
丸
出
し
で
、
最
後
ま
で
庄
内
訛
り

で
話
し
て
い
た
と
い
う
藤
沢
周
平
に
通
ず
る

も
の
が
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
我
ら
の
偉
大
な

る
先
輩
・
岸
洋
子
さ
ん
も
リ
サ
イ
タ
ル
で
は

絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
庄
内
弁
を
使
っ
た
。

墓
参
り
の
あ
と
の
一
行
は
、
三
鷹
か
ら
杉

並
に
向
か
っ
た
。
年
一
回
の
「
い
な
は
会
」

は
定
例
新
宿
や
銀
座
で
や
っ
て
い
る
の
だ
が
、

今
年
は
杉
並
の
大
官
で
ス
タ
ジ
オ
を
経
営
す

る
「
い
な
ほ
会
」
荻
野
早
苗
さ
ん
の
地
下
ス

タ
ジ
オ
で
や
っ
た
。
参
加
者
は
十
人
と
少
な

か
っ
た
が
盛
り
上
が
っ
た
。

幹
事
の
伊
藤
太
く
ん
が
田
舎
か
ら
材
料
を

取
り
寄
せ
て
「
ど
ん
が
ら
汁
」
を
つ
く
っ
た
。

季
節
は
ず
れ
な
の
で
い
い
材
料
を
入
手
す
る

の
は
難
し
か
っ
た
が
、
太
く
ん
の
姉
さ
ん
が

手
紙
で
指
南
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
旨
く
出

来
た
。

「
ど
ん
が
ら
汁
」
を
た
ら
ふ
く
食
べ
た
あ
と

は
ス
タ
ジ
オ
を
カ
ラ
オ
ケ
会
場
に
替
え
て
歌

い
ま
く
っ
た
。
今
だ
に
三
橋
美
智
也
や
ア
イ

ジ
ョ
ー
ジ
の
曲
を
歌
い
た
が
る
御
仁
が
い
る

の
は
我
わ
れ
の
世
代
ま
で
だ
ろ
う
か
。

42回

絆
強
い
蜂
の
会

菅
原
幸
夫

44回
「
夜
明
け
の
う
た
」
を

歌
お
う

佐
藤
登
喜
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同期会・昨日 今日

も
し
、
あ
そ
こ
に
桶
渡
君
が
い
た
ら
間
違

い
な
く
「
夜
明
け
の
う
た
」
を
歌
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
彼
は
、
こ
の
曲
が
大
好
き
だ
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
被
災
地
で
歌
っ
て
い
る
歌
手

の
ク
ミ
コ
が
ラ
ジ
オ
で
言
っ
て
い
た
。「
岸
さ

ん
の
夜
明
け
の
う
た
に
は
歌
の
力
と
い
う
も

の
を
感
じ
る
。
聞
い
て
い
る
と
勇
気
が
湧
い

て
く
る
の
で
す
」。

「
夜
明
け
の
う
た
」
は
、
昭
和
三
九
年
に
岩

谷
時
子
の
作
詞
、
い
ず
み
た
く
の
作
曲
で
最

初
は
日
本
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
挿
入
歌
と
し
て

主
役
を
演
じ
た
坂
本
九
が
歌
っ
た
。
と
こ
ろ

が
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
岸
洋
子
が
、

あ
の
美
声
で
朗
々
と
歌
い
上
げ
て
ヒ
ッ
ト
し

た
の
だ
っ
た
。

長
い
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
。

こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
歌
い
た
い
一
曲
。
そ
れ

が
岸
洋
子
の
「
夜
明
け
の
う
た
」
で
あ
る
。

若
い
人
の
中
に
は
、
日
本
に
こ
ん
な
い
い
曲

が
あ
っ
た
の
か
と
言
う
人
も
い
る
の
だ
と
か
。

私
た
ち
四
七
回
は
、
首
都
圏
在
住
者
を
中

心
に
十
数
年
前
か
ら
、
年
一
回
、
都
内
で
同

期
会
を
続
け
て
い
ま
す
。
酒
田
か
ら
同
期
会

実
行
委
員
長
の
岩
波
豊
君
が
、
京
都
か
ら
渡

辺
清
君
も
、
毎
回
駆
け
つ
け
、
五
〜
六
時
間

わ
い
わ
い
や
り
ま
す
。
昨
年
は
、
一
一
月
二

六
日
（
土
）
に
、
世
田
谷
区
大
原
の
「
ビ
ス

ト
ロ
瀬
田
亭
」
で
、
男
女
一
八
名
が
集
ま
り
、

お
い
し
い
ワ
イ
ン
と
、
毎
回
酒
田
か
ら
参
加

す
る
矢
野
博
之
君
持
参
の
お
い
し
い
漬
物
が

加
わ
っ
て
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
会
が
続
く
の
は
、
酒
田
の
同
期
会
実

行
委
員
の
協
力
と
影
響
が
大
き
く
、
事
務
局

長
の
桜
井
健

君
か
ら
の
毎

年
の
連
絡
が

と
て
も
楽
し

み
で
す
。

さ
ら
に
、

御
船
潔
君
か

管
理
し
て
く

れ
る
四
七
会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
酒
田

と
東
京
の
同

期
会
の
写
真

が
掲
載
さ

れ
、
掲
示
板

で
い
つ
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と

れ
て
お
り
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
も
ど
こ
に

い
て
も
繋
が
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

無
二
の
会
は
、
毎
年
三
月
第
一
土
曜
日
頃

に
、
定
例
同
期
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
六
組
が
幹
事
で
し
た
。

三
月
は
東
日
本
大
震
災
で
開
催
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
七
月
二
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
に
場
所
（
お
店
）
が
変
更
に
な
る
と
い

う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
四
人

が
迷
う
こ
と
な
く
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
日

は
日
曜
日
で
し
た
が
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
、

終
電
を
逃
し
た
人
も
。
参
加
者
は
一
様
に

「
そ
の
週
は
と
て
も
眠
か
っ
た
」
と
メ
ー
ル
で

感
想
を
交
換
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
組
が
幹
事
で
、
二
月
二
四
日

に
一
五
人
が
集
ま
り
開
催
し
ま
し
た
。
お
店

の
営
業
時
間
通
り
に
終
わ
れ
ば
ち
ょ
う
ど
終

電
に
間
に
合
っ
た
の
で
す
が
、
お
店
の
方
が

気
を
使
っ
て
下
さ
り
延
長
に
な
っ
た
た
め
、

終
電
を
逃
し
た

人
が
続
出
で
し

た
。さ

て
、
今
年

の
八
月
一
一
日

に
は
、
酒
田
で

盛
大
に
卒
業
二

五
周
年
記
念
同

窓
会
を
開
催
し

ま
す
。詳
細
は
、

http://sakato
62.w

eb
.fc2.

com
/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

47回

酒
東
元
気
で
い
る
会

松
本
康
裕

62回

卒
業
二
五
周
年

宮
本
健
一
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東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
毎
年
開
催
し
今
回
で

四
十
年
近
く
な
り
ま
す
。
今
年
は
上
野
近
く

の
御
徒
町
の
越
後
谷
で
行
い
ま
し
た
。
青
春

時
代
の
懐
か
し
い
想
い
出
を
演
歌
調
で
作
詞

し
て
み
ま
し
た
。

☆
燃
え
る
闘
魂

一
　
勝
つ
と
心
に
　
誓
っ
た
か
ら
に
ゃ

後
に
退
け
な
い
　
一
本
勝
負

ズ
ラ
リ
並
ん
だ
　
強
敵
た
ち
を

ア
ツ
と
言
わ
せ
る
　
秘
策
を
胸
に

今
は
懐
か
し
　
青
春
時
代

燃
え
る
闘
魂
　
酒
東
健
児

二
　
逃
げ
て
勝
つ
よ
り
　
果
敢
に
攻
め
る

負
け
て
た
ま
る
か
　
全
力
勝
負

力
不
足
も
　
あ
の
娘
の
前
じ
ゃ

強
さ
百
倍
　
チ
ャ
ン
ス
は
来
た
る

今
は
懐
か
し
　
青
春
時
代

燃
え
る
闘
魂
　
酒
東
健
児

三
　
勝
っ
て
奢
ら
ず
　
相
手
を
称
え

心
技
一
体
　
真
剣
勝
負

辛
い
・
幸
せ
　
似
て
い
る
文
字
は

辛
さ
乗
り
越
え
　
幸
せ
掴
む

今
は
懐
か
し
　
青
春
時
代

燃
え
る
闘
魂
　
酒
東
健
児

（
ど
な
た
か
会
員
の
中
で
作
曲
し
て
く
だ
さ

る
有
志
の
お
方
が
お
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
遊
び
心
で
結
構
で
す
。）

今
年
の
秋
に
何
と
七
〇
才
に
な
る
。
今
日

ま
で
と
り
と
め
の
な
い
生
活
を
続
け
て
き
た

せ
い
か
、
い
さ
さ
か
困
惑
し
て
い
る
。
演
劇

の
世
界
で
も
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

も
う
引
退
の
頃
合
い
と
思
い
な
が
ら
、
今
度

も
ま
た
『
や
っ
て
き
た
ゴ
ド
ー
』（
別
役
実
＝

作
）
と
い
う
作
品
を
演
出
す
る
。
ベ
ケ
ッ
ト

の
名
作
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
を
パ
ロ

デ
ィ
に
し
た
作
品
で
、
テ
ー
マ
を
敢
え
て
一

言
で
言
え
ば
〝
待
つ
〞
と
い
う
行
為
が
現
代

人
に
は
希
薄
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
描
い
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
か
な
。
相
当
に
難
解
な

作
品
だ
が
、
軽
や
か
で
喜
劇
的
な
舞
台
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
一
二
月
に
は
パ
リ
と

ベ
ル
リ
ン
で
も
上
演
す
る
の
で
、
か
な
り
の

緊
張
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。

芝
居
を
見
慣

れ
て
い
な
い
人

は
〝
何
だ
、
こ

れ
は
？
〞
と
び

っ
く
り
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
物
は
試
し
で
御
覧
に
な
ら
れ
る
の
も

一
興
か
と
―
―
。

・
五
月
二
三
日
（
水
）
―
二
七
日
（
日
）

・
会
場
＝
俳
優
座
劇
場
（
六
本
木
）

・
申
込
＝
木
山
事
務
所
へ
。

℡
０
３
・
５
９
５
８
・
０
８
５
５

「
亀
城
会
」
の
某
某
と
申
し
添
え
て
い
た
だ

け
た
ら
割
引
料
金
（
四
五
〇
〇
円
全
席
指
定
）

に
な
り
ま
す
。

昨
年
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
で
放
送
さ
れ
た
水
谷
豊
主

演
の
『
居
酒
屋
も
へ
じ
』
は
何
度
も
再
放
送

さ
れ
て
僕
が
演
じ
た
常
連
客
鰻
屋
フ
ジ
モ
ト

も
好
評
で
し
た
。
ヒ
ロ
イ
ン
陽
子
（
松
坂
慶

子
）
の
故
郷
が
山
形
の
日
本
海
の
町
と
い
う

設
定
も
話
題
に
な
り
、
今
で
も
時
々
感
想
を

聞
き
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｆ
Ｍ

の
江
戸
川
乱
歩
シ

リ
ー
ズ
に
は
名
探

偵
明
智
小
五
郎
の

相
棒
波
越
警
部
役

で
『
黄
金
仮
面
』

に
続
い
て
『
魔
術

師
』
に
出
演
。
映

像
の
荒
井
注
さ
ん

を
越
え
る
説
得
力

だ
と
、
嬉
し
い
評

を
頂
き
ま
し
た
。

二
木
て
る
み
さ

ん
と
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

亀城人往来

◆
酒
東
柔
道
部

東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会

前
会
長
　
中
山
　
誠
（
35
回
）

（
演
歌
及
び
歌
謡
曲
・
作
詞
家
）

◆
ま
だ
現
役
で
芝
居
作
り

演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
演
出
家
　

木
山
　
潔
（
36
回
）

◆
二
木
て
る
み
朗
読
公
演
と

庄
内
町
講
演

俳
優
　
佐
藤
　
輝
（
39
回
）

写真：TBSドラマ特別企画『居酒屋もへじ』
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ジ
オ
、
舞
台
『
三
平
物
語
』『
お
し
ん
』、
僕

が
構
成
し
た
庄
内
町
で
の
『
生
き
る
よ
ろ
こ

び
』
な
ど
で
共
演
し
ま
し
た
が
、
今
年
一
〇

月
に
は
赤
坂
の
劇
場
で
二
木
さ
ん
企
画
の
朗

読
公
演
で
共
演
し
ま
す
。

一
一
月
に
は
小
学
校
創
立
五
〇
周
年
記
念

講
演
を
故
郷
の
庄
内
町
で
行
う
予
定
で
、
僕

の
感
性
を
育
ん
で
く
れ
た
庄
内
地
方
の
、
他

に
は
な
い
風
土
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
夢
を
持
つ
こ
と
、
想
像

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
年
も
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
当
コ
ン
ペ
も
早
三
七
回
を
数
え
、
参

加
者
の
顔
ぶ
れ
も
大
分
変
わ
り
ま
し
た
が
、

常
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
も
い
て
、

越
後
谷
先
生
（
16
回
卒
、
89
歳
）
を
中
心
に
和
気

藹
々
と
楽
し
い
な
が
ら
も
真
剣
な
プ
レ
ー
を

毎
回
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
三
一
回
か
ら
四
名
（
鈴
木
、

村
上
、
阿
部
、
青
塚
）、
四
三
回
も
四
名
（
五

十
嵐
、
白
旗
、
中
村
、
澁
谷
）、
四
四
回
か
ら

三
名
（
遠
藤
、
門
脇
、
伊
藤
）
そ
し
て
一
六

回
の
越
後
谷
先
生
（
東
工
大
、
名
誉
教
授
）

と
総
勢
一
二
名
が

集
い
、
三
月
二
九

日
、
東
京
国
際
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
熱

戦
の
火
蓋
が
切
ら

れ
ま
し
た
。（
今

回
は
常
連
の
三
六

回
西
村
、
三
八
回

松
本
、
四
〇
回
土

門
、
四
三
回
星
野

女
史
が
欠
席
で
ち

ょ
っ
と
参
加
者
が

少
な
目
で
し
た
。）

結
果
は
、
ベ
ス

グ
ロ
は
遠
藤
氏
で
し
た
が
、
実
力
者
の
五
十

嵐
氏
が
優
勝
、
二
位
は
ハ
ン
デ
ィ
に
恵
ま
れ

た
伊
藤
氏
、
三
位
は
常
に
堅
実
な
村
上
氏
で

し
た
。
過
去
に
連
続
三
回
優
勝
経
験
の
鈴
木

氏
は
往
年
の
執
念
に
陰
り
が
見
え
七
位
と
低

迷
、
そ
の
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
僅
差
で
入
賞

を
逃
し
、
次
回
以
降
へ
雪
辱
を
期
し
、
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
に
感
謝
。

（
新
会
員
募
集
中
で
す
。）

四
月
二
〇
日
酒
田
市
の
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
み

ず
ほ
で
行
わ
れ
た
、
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
で
ロ
ン

ド
ン
五
輪
を
目
指
す
お
笑
い
コ
ン
ビ
・
南
海

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
「
し
ず
ち
ゃ
ん
」
こ
と
山

崎
静
代
選
手
と
、
梅
津
正
彦
ト
レ
ー
ナ
ー
（
酒

東
六
二
回
卒
）
の
壮
行
会
に
参
加
し
た
。

同
会
は
ボ
ク
シ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
み
な

ら
ず
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ボ
ク
シ
ン
グ
指
導
等

で
活
躍
し
て
い
る
梅
津
正
彦
氏
と
同
級
の
六

二
回
卒
の
有
志
を
中
心
に
企
画
さ
れ
、
参
加

者
は
二
〇
〇
人
を
超
え
る
大
盛
況
。

途
中
「
風
の
会
」
の
勇
壮
な
和
太
鼓
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
は
さ
み
、
酒
田
舞
妓
か
ら

花
束
（
写
真
）、
有
志
代
表
か
ら
の
激
励
金
の

目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。
東
京
亀
城
会
か
ら
も

五
万
円
の
激
励
金

を
贈
呈
。
梅
津
氏

は
山
居
倉
庫
で
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
た
想

い
出
や
、
山
崎
選

手
は
「
五
輪
出
場

の
報
告
を
酒
田
で

し
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

こ
の
会
報
が
届

く
頃
に
は
、
結
果

が
出
て
い
る
は
ず
。

乞
ご
期
待
！

亀城人往来

東
京
二
八
会

事
務
局
　
松
戸
市
小
金
原
七
―
十
一
―
二

五
十
嵐
　
昌
士

1
〇
四
七
―
三
四
五
―
四
〇
八
四

昭
和
二
八
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
ふ
く
の
会

連
絡
先
　
本
　
間
　
英
　
生

自
　
宅
　
〇
四
八
〇
（
三
三
）
四
〇
三
七

連
絡
先
　
眞
　
田
　
守
　
之

自
　
宅
　
（
〇
四
二
）
七
四
六
―
三
〇
八
九

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校 会

長

前

田

　

滋

関
東
三
一
会

酒
東
昭
和
三
一
年
卒
業

東
京
亀
城
会
総
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
。（
六
月
三
〇
日
）

関
東
三
一
会
総
会
に
参
加
し
よ
う
。（
一
一
月
）

有
志
一
同

東
京
燦
燦
会

代
　
表

相
川
俊
明

連
絡
先

阿
部
尚
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
九
四
八
―
二
三
九
〇

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

◆
第
三
七
回
東
京
亀
城
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ澁

谷
英
夫
（
43
回
）

◆
し
ず
ち
ゃ
ん
ト
レ
ー
ナ
ー

壮
行
会

石
山
尚
徳
（
49
回
）
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ふるさと発

相
川
・
田
中
法
律
会
計
事
務
所

弁
護
士

相
　
川
　
俊
　
明

（
昭
和
三
三
年
卒
）

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
―
九

有
明
家
ビ
ル
６
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
六
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
三
二
八

〒
一
〇
一
・
〇
〇
五
一

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
―
二
〇

ア
イ
エ
ム
ビ
ル
３
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
三

丸
藤
宏
司
法
書
士
事
務
所

丸
　
藤
　
　
　
宏

（
昭
和
四
〇
年
卒
業
）

真
坂
信
夫

（
昭
和
三
三
年
卒
業
）

理

事

長
世
田
谷
区
奥
沢
五
丁
目
二
六
番
九
号

自
由
ヶ
丘
栄
ビ
ル
３
階
（
自
由
ヶ
丘
駅
南
口
前
）

電
　
話
　
〇
三
（
三
七
一
八
）
八
四
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
七
一
八
）
九
一
〇
九

医
療
法
人
社
団
歯
生
会

真
坂
歯
科
医
院

松　山

◇魅力あふれる公園に～松山歴史公園～
松山地区のシンボルといえる松山城大

手門。この大手門がある松山歴史公園、城
址公園としての魅力を更に高めるため、新
たな整備事業がスタートします。
現在の敷地や周辺土地を活用し、丸馬

出し土塁を復元したり、公園内に芝生広
場や遊歩道が設置されます。また、松山
能の演能や茶道の研修、郷土学習などの
講座ができる多目的な施設も新たに建設
されます。
事業期間は、平成24年度と25年度の二

か年の予定です。
城下町として培われてきた松山地域の

歴史と文化を象徴し、多くの市内外の人々
に親しまれる公園として、生まれ変わろ
うとしています。

八　幡

◇「ヨーグルト」と「家族旅行村」
今“鳥海高原”といえば「鳥海高原ヨー
グルト」と「鳥海高原家族旅行村」が人
気上昇中です。
「鳥海高原ヨーグルト」は、2001年か
ら販売を開始し、八幡地域を代表する特
産品として定着。おいしさの秘密は、八
幡産の新鮮なおいしい牛乳だけを使用し、
添加物未使用でナチュラル＆健康的なこ
と。「のむヨーグルト」の他、八幡産の大
豆をしぼった豆乳を加えて発酵させた「豆
乳＆ヨーグルト」や「ヨーグルトゼリー」
など種類も豊富です。また、ヨーグルト
を使ったリキュールやタルトなどの商品
も続々開発されています。
「鳥海高原家族旅行村」は、昨年度東

日本大震災で被災された方への「鳥海高
原リフレッシュ支援事業」を行うなどし、
宿泊者数が増加。また、今年度からは市
内小学校の自然教室の受け入れなど新し
い取組みも行う予定です。ぜひ、皆さま
も家族旅行村で鳥海山の四季折々の表情
を感じてみませんか。

平　田

◇平田鳥海南麓そばオーナー募集！
「鳥海南麓そば栽培グループ」が、農家と
都市住民との交流を図り、農業への理解を深
めていただくことを目的に行っている大人気
の事業で、11年目を迎えます。種まきから刈
り取り、そば打ちまで、全て手作業にこだわ
ったそばづくりを体験できます。また、収穫
したそばは、オーナー特典として受け取るこ
とができます。鳥海南麓そば栽培グループ特
製の手打ちそばは、風味豊かでコシが強く、
本当に美味しいので、ぜひどうぞ。
年会費：1口5,000円（会食費用は別途）
特　典：収穫したそば粉約3㎏もしくは玄そ

ば（殻付きのそばの実を乾燥させた
もの）8㎏（申し込み時に選択）

活動内容　8月上旬種まき、9月上旬　そば花
見（そばの会食）、10月上旬刈り取り、10月
下旬そば打ち体験と新そば試食、農作業はす
べて手作業
申込みは、7月15日までに電話で平田総合

支所建設産業課内そばオーナー事務局まで。
電話は0234-52-3915へ（申込書をお送りし
ます）

（平田総合支所長　石川忠春）

丸
藤
　
晋

（
四
六
回
卒
）

〒
九
九
八
・
〇
八
四
三

山
形
県
酒
田
市
千
石
町
一
―
七
―
二
八

電
　
話

〇
二
三
四
（
二
五
）
八
一
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
三
四
（
二
三
）
二
八
〇
〇

（
有
）
工
房
庄
内

一
級
建
築
士
事
務
所

一
級
建
築
士

専
攻
建
築
士
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○
発
　
行
　
二
〇
一
二
年
五
月
三
一
日

○
発
行
者
　
相
川
俊
明

○
編
集
人
　
元
木
　
徹

○
編
　
集
　
瀬
尾
亜
希
子

○
発
行
所
　
東
京
亀
城
会

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
ー
一
八
ー
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

元
木
徹
法
律
事
務
所
内

○
問
合
先
　
闍
橋
常
昭

3
〇
四
二
・
六
七
五
・
八
〇
九
七

5
〇
四
二
・
六
七
五
・
八
一
九
五

東
京
亀
城
会
会
報
第
三
二
号

遊　佐

◇高級鮭「めじか」の故郷　月光川
雪解けの春の小川を小さな魚が元気に

泳ぎ回っています。一見メダカと見間違
うような小魚ですが、さにあらず、4年後
には4kgもの大魚となり川面を盛り上げな
がら遡上する鮭の稚魚なのです。
さて、「めじか」という高級鮭を御存知
でしょうか。普通の鮭と比べ、目と鼻の
間隔が短いため「目近」と名付けられた
とか。近年の標識調査で、「めじか」の故
郷が遊佐町の月光川水系であることが判
明しました。つまり「めじか」は遊佐町
から旅立った稚魚が、ベーリング海でたっ
ぷり栄養をつけ帰郷する途中の若くて脂
の乗った活きのいい鮭だったというわけ
です。
本町孵化事業者と北海道漁業者の間で、
資源の確保という共通の思いが芽生えて
います。「めじか」を通じて、遠く離れた
北海道オホーツク地方と遊佐町が協力し
あい、「めじか」を増やしたいとロマンあ
ふれる取組を進めています。
（遊佐町産業課長　佐藤源市　49回）

酒　田

明治26年に建てられた現役の米倉庫
「山居倉庫」の2棟を改修した酒田市観光
物産館「酒田夢の倶楽」、1棟はお土産品
や飲食関係の「幸の館」、もう1棟はミュ
ージアム「華の館」として、欅並木とと
もに酒田を訪れた皆様に可愛がっていた
だいておりますが、この度、華の館がリ
ニューアルしました。江戸時代に山王祭
のために作られた亀笠鉾などなどに船箪
笥等の伝統工芸品を加え、酒田の歴史や
文化を紹介していますが、入館料は無料
となりました。
国登録文化財「山王くらぶ」も歴史は

古く、明治28年の建設です。大小の部屋
を使い分けて、傘福の体験や展示と夢二
の間などなど、華の館とは違った酒田に
巡り合うことができます。今まで夢の倶
楽の「華の館」に展示しておりました、
辻村寿三郎さん制作の創作人形「酒田の
雛あそび」もこちらに引っ越して、皆様
をお待ちしております。

それから、皆様も学生時代によく行っ
たことと思いますが、清水屋デパート（後
に中合清水屋店）がマリーン5清水屋とし
て、飲食部門を拡充するなどしプレオー
プンしました。営業を続けながら、引き
続き売り場を整備し、10月には全館グラ
ンドオープンの運びです。これからも地
域の核として、庄内のデパートとして、
その発展を願うものです。
今年の酒田まつりの本祭り5月20日は、

平成19年以来の日曜日になります。平成
21年の創始400年本年祭には、高さ20メ
ートルの立て山鉾が復活しました。19日
の宵祭りは（当然ですが）土曜日です。
東京亀城会の皆様、酒田まつりにでも

よし、夏の花火ショーにでもよし、どち
らも都合のつかない方はいつでもよし、
財布を片手にがんばろう東北へ、酒田へ
是非お越しくださいませ。市民一同心か
らお待ちしております。

（酒田市財務部長　村上秀一）

◇華の館と山王くらぶリニューアルマリーン5清水屋はプレオープン

昨
年
の
「
ぜ
ん
ご
塾
」
で
は
母
校
卒
の
現
役
大

学
生
が
多
数
集
い
、
先
輩
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。

そ
の
参
加
者
の
中
か
ら
、
今
号
の
会
報
編
集
に
も

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
若
い
母
校
出
身
者
の
活

躍
と
、
亀
城
会
で
の
年
齢
を
越
え
た
交
流
に
期
待

し
た
い
。

（
編
集
・
瀬
尾
亜
希
子
　
65
回
）

皇
太
神
宮
（
神
明
神
社
）
修
復
の
件

会
長
代
行
・
佐
藤
茂
（
28
回
）

神
明
神
社
の
修
復
工
事
が
始
ま
り
、
今
年
一
一

月
末
完
成
の
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

多
大
な
る
ご
寄
付
に
感
謝
致
し
ま
す
。

な
お
、
二
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
資
金
が
現
在
不

足
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉
酒
田
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス

〇
二
三
四
・
二
三
・
二
四
四
六
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平成24年度　総会・懇親会のご案内

東
京
珊
瑚
の
会

有
志
一
同

昭
和
三
五
年
卒

酒
田
東
高
校

酒

東
「
巽

会
」

連
絡
先

闍

橋
常
昭

電
　
話
　
〇
四
二
（
六
七
五
）
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
七
五
）
八
一
九
五

昭
和
四
六
年
卒

酒
田
東
高
校

梧

葉

会

連
絡
先

阿
部
浩
美

電
　
話
　
〇
四
八
（
四
六
七
）
二
三
八
二

昭
和
五
四
年
卒

酒
田
東
高
校

酒
田
東
高
等
学
校

昭
和
三
六
年
卒
業

こ
こ
に
あ
り
、
集
ま
ろ
う

毎
年
　
八
月
一
五
日

於
　
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田

我
ら
が
集
う

山

麓

会

今
年
の
総
会
は
、
末
尾
が
「
七
」

の
三
七
回
、
四
七
回
、
五
七
回

が
中
心
に
な
っ
て
幹
事
を
し
て
い

ま
す
。
昨
年
来
、
絆
や
繋
が
り

の
力
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
機
会
を
活
か
し
て
、

先
輩
・
後
輩
・
同
期
と
広
く
深

く
懇
親
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

喜
寿
の
お
祝
い
は
、
二
九
回

が
中
心
で
す
。
お
足
元
に
気
を

付
け
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

酒
田
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
け

る
方
も
多
数
お
り
ま
す
。
各
テ
ー

ブ
ル
で
、
そ
し
て
世
代
を
越
え

て
、
大
い
に
語
り
合
っ
て
く
だ

さ
い
。
飛
び
込
み
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
古
今
亭
菊
六

さ
ん
を
お
呼
び
し
ま
し
た
。
若

手
落
語
家
の
ホ
ー
プ
で
す
。
短

い
時
間
で
す
が
、
伝
統
的
な
落

語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
酒
類
の
持
ち
込
み

可
で
す
。
お
気
に
入
り
の
お
酒
、

秘
蔵
の
お
酒
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
話
を
も
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
二
次
会
は
、
総
会
会

場
か
ら
東
京
駅
八
重
洲
口
に
行

く
途
中
の
、
こ
の
三
月
に
オ
ー

プ
ン
し
たiiyo

（
イ
ー
ヨ
）
丸
の

内
永
楽
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
地
下
一

階
山
陰
海
鮮
炉
端
か
ば
丸
の
内

店
で
一
八
半
〜
二
〇
時
半
に
行

い
ま
す
。
座
敷
で
顔
を
付
き
合

わ
せ
な
が
ら
、
同
期
の
結
束
を

さ
ら
に
強
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
で
す
。

（
当
番
幹
事
代
表

37
回
　
本
間
勝
弥
）

平
成
二
四
年
度

総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

◎
日
時：

六
月
三
〇
日（
土
）一
五
時
よ
り

◎
会
場：

大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ

四
階
ホ
ー
ル

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

一
―
七
―
二

電
話：

〇
三
―
三
二
七
三
―
二
二
五
八

◎
懇
親
会
費：

会
員
八
、
〇
〇
〇
円

学
生
二
、
〇
〇
〇
円

◎
酒
類
の
持
ち
込
み
可

◎
イ
ベ
ン
ト：

落
語
　
古
今
亭
菊
六

■地下鉄　丸の内線・半蔵門線・千代田線・
東西線・都営三田線
大手町駅下車A４・E１出口直結

■Ｊ Ｒ　東京駅丸の内北口より徒歩７分

〒100-0004 東京都千代田区大手町1-7-2
Tel:03-3273-2257～9（直通）

東
京
三
四
会

昭
和
三
四
年
卒

酒
田
東
高
校

有
志
一
同

〒103-0023東京都中央区日本橋本町4-15-4
1（03）3662-1951 FAX（03）3661-9735

http://www.bbe.ne.jp
E-mail:bunei@bbe.ne.jp

美しさで情報を伝えます！
コストダウンでサポート

汎用機・WS・PC・WPのデータを自在
に編集・加工
オンデマンドシステムで対応
情報処理のビジュアル化をフルサポート
最短の時間と最小のコストをお約束

印刷の
事なら


